
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「品川区学力定着度調査」の趣旨 
 
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や

指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと

もに、区の教育施策に生かす。 

 

(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると

ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上

を図る。 

 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理

解を求める。 

令和 5年度「品川区学力定着度調査」の結果から 

明らかになった課題と学力向上に向けた取組 

１ 調 査 日 令和 5 年４月１3 日（木） 

 
２ 調査対象 品川区立学校 第２～９学年の全児童・生徒 
 
３ 調査内容 

教科に関する調査 
  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および 

活用の力を測る問題で構成 
 

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４～５学年> 国語、社会、算数、理科 
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７～９学年> 国語、社会、数学、理科、英語 

品川区立第一日野小学校 



 

 

１ 各教科の定着状況についての概要 

全学年を通して見ると、「書くこと」において課題があることが伺える。学年ごとに明確になった課題に取り組むと

共に、全学年に共通する課題である「書くこと」の領域についても学校全体として取り組んでいく必要がある。 

 

２ 具体的な本校の課題 

 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

言葉の特

徴や使い
方に関す
る事項 

  主語と述語の関係

の理解 

連用修飾語の理解 

既習の漢字を送り仮

名に気を付けて書く

こと 

 

情報の扱
い方に関

する事項 

身近なことを表

す語句の理解 

共通・相違・事柄

の順序を表す言

葉の活用 

 既習の漢字を読む

こと 

  

我が国の

言語文化
に関する
事項 

  既習の漢字を書く

こと 

ことわざの意味の理

解と活用 

 

話すこと 
聞くこと 

自分が聞きたい

ことを落とさな

いように集中し

て聞くこと 

    

書くこと 

自分の思いや考

えを書くこと 

指定された文

字数で自分の

思いや考えを

書くこと 

自分の考えとそれ

を支える事例との

関係を明確にして

書くこと 

情報と情報との関係

について理解し、要

約文を書くこと 

資料から読み取

った情報を用い

て、自分の考えを

書くこと 

読むこと 

 

 

 

 説明文において、

中心となる文や語

を見付けて要約す

ること 

  

 

３ 課題の原因として考えられること 

  全体として課題が見られた領域は「書くこと」であるが、特に自分の考えを記述・作文する設問の正答率が低く、

無回答の割合も高い。このことから、問題に正対して自分の考えをもつことの経験や、自分の思いや考えを十分に

表現するための語彙や文型が不足していることが考えられる。また、「書くこと」への苦手意識があり、文を書く経

験が不足していることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語の結果 

 



４ 課題解決の方策 

・２年生…語彙を増やすために、教材に出てくるものは、具体物や写真などを合わせて提示し、知識を増やす。また、

学級で読み聞かせを行い、図書の時間に１冊は物語を借りることで、新たな言葉や言葉の使い方に触れる

機会を増やす。文章で自分の思いや考えを書くことができるようにするために、宿題の漢字学習で、新出漢

字を使った作文を行い、言葉の使い方を身に付けられるようにする。各教科の学習で、まとめや振り返りを

書く学習活動を取り入れる。 

・３年生…自分の考えや経験等から書くことを選び、決められた字数で書くなど、条件に合わせて文章を書く学習活

動を取り入れていく。物語文、説明文ともに、ポイントになる言葉に着目したり、本文に書かれたことに

基づいて考えをもったりする学習活動を継続していく。 

・４年生…漢字は単元終了時にテストを実施して、「覚えているのか」「覚えたつもりになっているのか」を明確にす

る。文章読解の演習量を増やしていく。まずは読み取りの練習をして、正確な読み取りを身に付けるととも

に、正しい文章表現を学習する。 

・５年生…連用修飾語やことわざといった「言葉の学習」において、言語事項を習得と活用の２段階で丁寧に指導し

ていく。漢字の読み書きについては、文章の中で漢字の読み書きに親しむこと、学習した漢字を日常的に

活用する力を育む。そのために、毎日の音読と定期的な漢字小テストを実施するとともに、ことのはノー

トの例文づくりなど日常で書く文に既習漢字を用いるよう繰り返し指導していく。また、問題で示されて

いる条件を理解して、内容を要約する文章を書くことについては、問題の指示通りに短文を書く練習を行

っていく。 

・６年生…表やグラフの背景や特徴を正確に読み取れるように要点を教師から伝えるようにする。その中で、自分の

考えを相手に分かりやすく要約できるように指導していく。まずは読み取りの練習をして、正確な読み取りを身に付

けるとともに、正しい文章表現を学習する。 

 

５ 次年度の数値目標 

すべての項目で、全国の平均以上・区の平均と同程度を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１ 各教科の定着状況についての概要 

  学年ごとに定着状況の差はあるものの、全体として基礎的・基本的な知識、概念が十分に身に付いていない

状況が露呈した。具体的に、複数の資料を比較したり、資料から考えられることを自分の言葉で説明したりす

ることなど、知識・技能を活用することが課題となっている。 

そこで、社会的事象に関する基礎的・基本的な知識、概念や技能を確実に習得させる必要がある。各学年に

応じて、習得すべき複数の資料から必要な情報を集めて読み取ること、社会的事象の意味を解釈すること、事

象の特色や事象間の関連を説明すること、自分の考えを述べることの改善を図りたい。 

２ 具体的な本校の課題 

 ４年 

安全なくらし 火災や交通事故が起きた時の体制や仕事に対する知識・理解に課題がある。

地域の安全を守る働きについて、写真に着目して、考えたり判断したりする

ことに課題がある。 

市の様子の移り変わり グラフを正しく読み取り、どのような特徴があるのか正確に把握できていな

い解答が目立つ。 

 

 ５年 

都道府県の様子 広島県の人口について、地形の様子と関連付けて考え、記述をする問題で

は、正答率が低く、無回答者もいるため、読み取ったことを関連付ける力が

不十分である 

自然災害からくらしを守

る活動 

地震への備えについて、資料を基に考える力に課題がある。 

伝統や文化，先人の働き 地図を読み取って表現する力に課題がある。 

 

 ６年 

国土の自然などの様子 世界から見た日本の領土の位置関係や構成はよく理解していたが、大陸の名

称や位置についての理解が不十分であった。 

農業や水産業 目標値よりも高い正答率だったが記述の無回答が多く、うまく文章で伝える

ことに抵抗のある児童が多いことが予想される。「養殖漁業」と「栽培漁

業」の違いについての理解が不十分である。 

工業生産 資料を読み取り、グラフにまとめる設問の正答率が低く、授業での「まと

め」時間の充実が必要である。日本の主な輸入品や輸出品、工業地帯・地域

についての理解の二極化が見られた。 

３ 課題の原因として考えられること 

  各学年の課題の共通点は、複数の資料から必要な情報を集めて読み取ること、自分の考えを述べることで

ある。また、社会的事象への関心や、課題を見出し解決する力が低い傾向にある。その原因は、社会的事象

のもつ側面を理解し、様々な立場から考察して問題解決を図る経験が浅いからだと考えられる。 

４ 課題解決の方策 

 ・４年生…グラフを正確に読み取る練習を行う。縦軸と横軸が何を表しているのかや、どのような変化を表し

たものなのかを正確に理解し、説明できるようにする。また、安全なくらしの領域については、

事故や災害が起きた時の体制や取り組みについて演習する時間を確保し、理解を深めていく。 

 ・５年生…課題設定では、写真などを用いて気付いたことを連想させ、社会問題をイメージしやすいようにす

る。また、日常生活と関連付けることで、課題解決への必要感をもつことができる。資料から読み

取ったことを表現する問題では、話し合い活動の前に児童が自分の考えを書き出す活動を取り入れ、

書いて表す力を育む。 

 ・６年生…グラフを正確に読み取ることができるよう単元のまとめに工夫をする。縦軸と横軸が何を表してい

るのかや、どのような変化を表したものなのかを正確に理解し、説明できるようにする。また、新

聞や年表、パンフレットづくり、インタビューを基にグラフでまとめる活動を充実させることを目

指し、指導を行う。 

５ 次年度の数値目標 

全学年が区平均・全国平均を上回ること。また、社会的事象に関心をもって多面的・多角的に考察できるよ

うになること。 

 

社会の結果 

 



 

 

１各教科の定着状況についての概要 

算数は、①数と計算、②図形、③測定、④データの活用、⑤変化と関係の５領域のうちの４領域が各学年で

出題された。 ３年生と６年生はどの領域も全国平均を上回っている。５年生はどの領域も区平均を上回っ

ている結果になっている。が、区、全国平均を下回る領域も見られ、各学年で明らかになった課題に対する

取組を行っていく。 

 

２具体的な本校の課題 

 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

 
数と計算 
 

位取り記数法の理解、数

の読み取りの工夫が必要

である。立式から問題を

つくっていく問題も理解

が不十分である。 

 わり算の２けた÷１けた

の計算 

十進位取り記数法、数直

線上に示された分数の読

み取り、小数第一位－小

数第二位の計算に課題が

ある。 

分数や少数の定着の促進

が必要となる。 

図形 

 長方形を並べて正方形が

できる理由を言葉で説明

する問題 

正三角形を正しく作図す

ることを苦手としている

児童が目立つ。 

分度器の目盛りの読み

方、四角形の対角線の性

質、ひし形の作図に課題

がある。 

多角形や合同に対する理

解を深めることが必要 

測定 

時計の読み取り方の理解

が不十分であると言え

る。特に何時半・何時何分

を示す時計を正しく読み

取る必要がある。 

 
長さ・重さの単元で定着の格

差が見られる。単位変換など

に苦手意識がある児童が目立

つ 

  

データの活用 

絵グラフから数を読み取

ることができているが、

絵を見て個数を数えてグ

ラフに色を塗ることの理

解や見方が不十分である

といえる。 

 棒グラフを正しく読み取

り考察することができて

いない。 

 値に０があり、答えが小

数になる分離量の平均を

求める力に課題が見られ

た。 

 

変化と関係 
    伴って変わる数の理解を

深める 

 

３課題の原因として考えられること 

学校全体の傾向として図形領域に課題が見られた。図形では作図の演習が不十分であることが原因だと考えら

れる。図形の性質をきちんと理解し、性質を利用した作図の仕方を理解させていくことが大切である。また、

問題に書かれている意味を理解できずに誤答する児童も多いので、国語科と連携して読解力を身に付ける等、

どの領域においても、児童が根拠をもって考えられるような学習活動を行っていく必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数の結果 

 



４課題解決の方策 

２年生 

・前年までに学習した内容を新たな単元に入る前に確認する。ミニテストを継続して行い、学習を振り返る。 

・【数と計算】立式の意味を図や文章で表現できるよう授業で行う。 

・【図形】図形の感覚を具体的な体験の中で身に付けさせる。 

・【測定】時刻や時間の使い方を、生活やプリント学習に取り入れながら繰り返し指導していく必要がある。 

・【データの活用】文章問題の立式については、国語と同じように問題文を読み解く力を付けることが必要

である。「文を読む」という機会を増やし、習熟させていく必要がある。 

 

３年生 

・その時間のめあてと学習したこと（まとめ）をノートに記載することを継続する。 

・教科書の問題やプリント等を通して、学習したこと活用して問題を解く学習を継続する。 

・家庭学習で計算ドリル等を取り扱い、反復学習する機会を設定する。 

・解き方を理解するだけでなく、考えや方法を文や言葉で表しアウトプットする学習活動を取り入れてい

く。 

 

４年生 

徹底して演習量を増やし、問題をこなすことが必須。図形の特徴や条件を理解して、自分の言葉で説明

できるようにする。普段の授業から自分の考えを書く機会を増やし、正しい表現で正確に説明できる力を

伸ばしていく。 

 

５年生 

図形領域において、コンパスと分度器の正しい使い方を指導するとともに、計測と作図の両面で練習

問題に取り組めるようにする。図形の性質（辺、角、頂点）を正しく理解することによって、作図の技

能を活用できるようにしていく。 

 

６年生 

徹底して演習量を増やし、問題をこなすことが必須。分数の計算の理解をすすめ、自分の言葉で説明で

きるようにする。普段の授業から割合を用いた考えを表現する機会を増やし、正確に説明できる力を伸ば

していく。 

 

５次年度の数値目標 

・すべての項目で、区平均・全国平均を上回ることを目指す。そのために、授業外の時間も活用して復習を

する。 

 

 

 

 



 
１各教科の定着状況についての概要 

 理科は「生命・地球」「物質・エネルギー」の二つの領域から出された。４年生はどちらの領域も区の平均を下

回っていて、特に「物質・エネルギー」の正答率については約 10％低く、課題が見られた。５年はどちらの領

域も区・全国の平均を上回っている。６年はどちらの領域も区の平均を下回っており、特に「物質・エネルギー」

の領域で課題が見られた。 

 

２具体的な本校の課題 

 ４年 ５年 ６年 

物質 
エネルギー 

 
電気のとおりみち 

空気のあたたまり方 

水の体積 

 
電流のはたらき 

生命 
地球 

 
太陽のうごき 

 
月と星 

 
植物の成長 

３課題の原因として考えられること 

１．領域ごと 

「生命・地球」領域では、主に「観察」活動を通して学習を進め、自然の事物について実感をともなった理

解を図っていく。「物質・エネルギー」領域では、主に「実験」活動を通して学習を進めていく。実験器具を用

いることも多いが、昨年度から感染防止のため、教師による演示実験のみまたは、実験動画を見ての学習の単

元もあった。そのため今後は、器具を操作しながら意欲的に取り組むことで、現象への理解や知識の定着が図

れると考えられる。 

２．評価項目ごと 

「思考・判断・表現」では、問題に対する自分なりの考えを自分の言葉で書こうとしていないこと等が考え

られる。「知識・技能」は、黒板に書かれたことや教科書に書かれていることを理解して覚えようとしていない

こと、学習のまとめを書き写すだけで終わってしまっていることが考えられる。「主体的に学習に取り組む」

は、観察・実験を行うときに器具の操作を十分に行っていないことが考えられる。そして、上記「思考・判断・

表現」「知識・技能」「主体的に学習に取り組む」の根本になるのが「学びに向かう態度」である。「先生に言わ

れたから実験・観察をする（他人事の学び）」ではなく「自分が知りたいから実験・観察をする（自分事の学

び）」学習が大切である。 

４課題解決の方策 

 ・４年生…実験結果や言葉を覚えるのではなく、なぜそのようになるのか原理を理解する。また、言葉を覚え

るだけでなく、その説明をできるようにする。（例：「回路」どういうものか説明できるようにする） 

・５年生…実験や観察を通して獲得した知識を、身近な生活に結び付けて考えるような学習活動を取り入れ、

理解を深めるようにする。 

・６年生…実験や観察での気付きや理解を深める時間を確保する。そのため、演習の時間や見直す時間なども

計画に入れて単元を進めていく。 

 

５次年度の数値目標 

４年生は全ての項目で区・全国の平均を下回っていたので、区の平均と同等になることを目指す。５年生は平

均を上回っているものの、「物質・エネルギー」の領域に課題があるので、平均正答率を 70％まで伸ばしたい。

６年生はに関しては、区の平均を上回るようにする。６年生は全国・区共に正答率の差はあまりないが、「物質・

エネルギー」の領域は50％台なので、どちらの領域も65％まで引き上げたい。 

理科の結果 

 



 
 

１各教科の定着状況についての概要（6 年のみ） 

英語は、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」から出題された。「聞く」「読む」領域において

は、全国平均、区平均を全ての領域においてほぼ同等か、上回る結果となっている。しかし、

「書く」領域においては、全国平均、区平均ともに下回っている。 

 

２具体的な本校の課題 

 ６年 

聞く 区平均では下回り、全国平均とはほぼ同等となっている。
身近な事柄についての「できること」についてのリスニン
グが低い。 
（校内７9．3・区81．9・全国79．6） 

読む 区平均とはほぼ同等で、全国平均より上回っている。英語
で書かれた語句の意味を理解できている。 
（校内83．7・区83．9・全国79．0） 

書く 区平均、全国平均ともに下回っている。簡単な語句や基本
的な表現を用いて書くことができていない。 
（校内82．9・区83．0・全国83．4） 

 

３課題の原因として考えられること 

「書くこと」の領域において、英作文の正答率が低くなっている。その理由として、英作文で

使用する文法の理解ができておらず、文法を正しく使って文をつくることが難しい。 

また、「聞くこと」の領域についても、英語を聞くことに慣れていないために、聞く力が弱くな

っている。 

 

４課題解決の方策 

「書くこと」に関しては、出来る限り書く機会をもつことが必要である。 

そのためには、授業で単語や慣用句などのテストを繰り返し行い、覚えることが大切だと考

える。また、聞く力を育てるために、リスニングの教材等を用いて繰り返し聞く機会をもつ

ことが必要である。 

 

５次年度の数値目標 

特に「書くこと」「聞くこと」の領域を強化し、全ての項目で、区平均・全国平均を上回るこ

とを目指す。 

 

 

英語の結果 

 


